
 

 

 

 

 

 
アグリパークゆめすぎと 

「あぐりのパン屋さん」がコラボパンを開発！ 

～ 杉戸農業高等学校と手をとり合って ～ 
 
 
１ あぐりのパン屋さん×杉戸農業高等学校 

 埼玉県杉戸町にある、道の駅アグリパークゆめすぎとでは、施設の改修工事に

合わせた「リニューアルオープン」を記念した特別プロジェクトとして、杉戸農

業高等学校とのコラボによる「オリジナルパン」の制作を進めています。 

製品開発には、杉戸町と数多くの連携事業を実施している「杉戸農業高等学校」

から、食品流通科のパン作りに興味がある生徒を中心にメンバーを募りました。 

参加を希望した１～２年生１２人の生徒が６チームに分かれ、パンのアイデ

アを企画。山崎製パン(株)の冷凍パン生地と杉戸産や埼玉県産の食材を組み合

わせ、製品を考える上でのポイントなどを学ぶ説明会や、試作会を実施しました。 

３月２３日に行われる審査会により選ばれた作品（最優秀１点、優秀２点）は、

４月５日（予定）のリニューアルオープンイベントより、（アグリパークゆめす

ぎと内）あぐりのパン屋さんで販売される予定です。 

  

 

２ 新商品開発スケジュール 
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3 月 23 日 

審査会 

杉戸町 × アグリのパン屋さん × 杉戸農業高等学校 

コラボ企画 
第２弾‼ 



３ 代表製品の決定 

 説明会を受け、チームごとに複数のアイデアが生まれました。各チームのコ

ンセプトシートに対し、山崎製パン(株)からプロの助言をいただき、代表製品

を決定しました。 

 各チームの代表製品名は以下の通りです。 

 

① チーム名「めろん日和」   製品名「彩りキッシュパイ」 

② チーム名「Mamezu Bakery」 製品名「揚げコロネ」 

③ チーム名「あみころん」   製品名「かぼちゃと枝豆のグラタンパン」 

④ チーム名「グルテン同好会」 製品名「ギョウザ風パン」 

⑤ チーム名「ベリーピーチ」  製品名「梨くるみクリームパン」 

⑥ チーム名「ぱんぱかぱん!」  製品名「メロメロベーコンエピ」 

 

 

４ 試作会の実施 

 山崎製パン(株)の協力のもと、代表製品の試作会を２日間に分けて実施しま

した。 

 試作により更に改良を加え、３月２３日の審査会へ挑みます。 

 

◎審査会 

日時 ３月２３日（月）１３時から 

場所 埼玉県立杉戸農業高等学校 食品製造室 

審査員 ６名（予定） 

・杉戸町長 窪田 裕之 

・有限会社アグリパークゆめすぎと 代表取締役 日下部 一義 

・     〃           あぐりのパン屋さん 伊吹 典子 

・杉戸農業高等学校  校長 田口 剛 

・     〃     学校農業クラブ 新会長 ジャハン ビナ（２年生） 

・山崎製パン株式会社 埼玉第一工場 営業統轄次長 上村 優 

 

  



【実際の様子】 

 

・説明会（11 月 11 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲参加する生徒による各チーム紹介 

 企画に参加する熱い思いを、各チームが力強く語りました。 

▲山崎製パン(株)社員による説明 

 売価・原価など、製品を考える際のポイントについ

て、プロ目線の貴重な説明を受けました。 

▲使用する冷生地 

 使用する生地を実際に試食し、

イメージを膨らませました。 



・試作会１日目（1 月 20 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲山崎製パン(株)社員による助言を受けながら、真

剣に取り組んでいる姿が印象的でした。 

 具材の量の調整や、様々な型を利用するなど、試

行錯誤を重ね、材料の特性や工程の大切さを学びな

がら試作を行いました。 



・試作会２日目（1 月 21 日） 

 

 

 

 


